
令和６年度上半期の状況について

天草市健康福祉部 高齢者支援課

資料１





１．天草市の高齢者の現状
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①高齢者人口と高齢化率の状況
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【出典】計画：第９期介護保険事業計画 実績：住民基本台帳 各年３・９月

第７期計画期間



● 平成18年3月に２市８町が合併し発足

人口：99,181人、高齢化率：30.2％

● 面積 683.82㎢（県内最大、集落が点在し離島がある）

●高齢者単身世帯率 27.9％（Ｒ6年9月末）

高齢者のみ世帯率 45.5％（同上)

現在、高齢化率50％を超えた地域が8地域。今後２～３年で、

旧本渡市地域以外は高齢化率50％を超える見込み。

➡天草市は、日本全体（※）の 40年以上先を行く
超高齢化の先進地域

※ 2070年推計 38.7％（出典 内閣府「令和6年度版高齢社会白書」）

＊2040年は「団塊ジュニア世代」が高齢者になる年。
＊高齢化率推計は、H27年からR2年国勢調査の5年間の推移を基に、
コホート変化率を用いて独自に算出したもの

基本情報 ＊R6年9月末現在

人口 72,147人

第１号被保険者数 30,981人

高齢化率 42.9％

旧市町名
高齢化率

(R6年9月末)

２０４０年(R22)
高齢化率
（推計）

本渡地域 33.5％ 39.4％

牛深地域 51.5％ 63.4％

有明地域 50.9％ 57.6％

御所浦地域 56.5％ 68.4％

倉岳地域 52.9％ 59.1％

栖本地域 48.4％ 56.3％

新和地域 53.1％ 61.1％

五和地域 50.5％ 58.7％

天草地域 55.2％ 71.5％

河浦地域 53.2％ 65.2％

計 42.9％ 49.6％

御所浦

五和

天草

河浦

新和

有明

倉岳
栖本本渡

牛深
･･･ 高齢化率 30％～

･･･ 高齢化率 50％～

･･･ 高齢化率 55％～

天草市の地域別高齢化の状況
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全国、県、14市の高齢化率
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• これまで増加が続いていた高齢者人口は、令和３年３月
をピークに減少に転じ、令和６年９月で30,981人となって
います。なお、65歳未満人口の減少幅は高齢者層よりも
大きいことから高齢化率は引き続き上昇しています。

• 今後、総人口・高齢者人口ともに減少傾向となることが
見込まれますが、令和６年の推計値と実績値を比較する
と、総人口及び高齢者数は推計値を上回っており、計画
より減少は抑えられています。

• 本渡、栖本を除く８地域では、すでに高齢化率が50％を
超えています。

• 本市の高齢化率は、県内１４市では上天草市に次いで２
番目に高くなっています。
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41.3％

25.4％
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高齢者のみ世帯の率

高齢者１人暮らし
のみ世帯の率

26.6％ 27.8％

43.8％ 45.4％

② 高齢者のいる世帯の状況

43.9％ 44.5％ 44.7％

26.7％ 27.1％ 27.3％

45.5％

27.9％

出典：各年３・９月末時点の住民基本台帳を基にした世帯数
※高齢者を含む世帯とは、高齢者と高齢者以外の世帯員が混在している世帯
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全国・県・１４市の高齢者

一人暮らし世帯の割合（令和２年国勢調査）
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出典：令和２年国勢調査 都道府県・市区町村別の主な結果より



• 高齢者がいない世帯、高齢者を含む世帯の数は年々減
少する一方、高齢者のみの世帯の数は増加を続けてい
ます。

• 日常生活圏域別に見ると、高齢者一人暮らし世帯の割
合が３割を超える圏域が多くなっています。

• 本市の高齢者一人暮らし世帯の割合は、全国・県平均
よりも高く、県内14市の中では、水俣市に次いで2番目に
高い状況です。
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③要介護（支援）認定者数の状況

事業対象者数の推移

第1号被保険者の要介護度別認定者数の推移

20.7％ 20.9％ 20.7％ 20.4％ 20.2％ 19.8％ 19.9％ 19.8％

(人)

(人)

←認定者総数

←要介護５

←要介護４

←要介護３

←要介護２

←要介護１

←要支援２

←要支援１

19.8% ←認定率

認定者数/高齢者数

19.8%

出典：厚生労働省「介護保険事業状況報告」月報より
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全国・県・１４市の要介護等認定率
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• 要介護等認定者数は、高齢者人口の減少に伴い、減少
傾向に転じています。また、認定率は、ほぼ横ばいで推
移していますが、令和５年３月からは２０％をきっており、
わずかですが減少している状況です。

• 本市の６５歳から７４歳の比較的年齢の若い高齢者の認
定率は男女とも３％台ですが、年齢が上がるにつれ、要
介護認定率も上昇しています。８５歳以上になると、男性
で４５．１％、女性で６７％の方が、何らかの介護が必要
な状態となっておられます。

• 高齢化率や一人暮らし高齢者世帯の割合は、県内２番
目に高い本市ですが、要介護等認定率については、介
護予防など様々な取組の結果、県内１４市では６番目に
高い状況となっております。
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27,972円 28,655円
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←給付総額

←居宅介護
介護予防

←地域密着型

←施設介護

←高額介護等

←補足給付

１号被保険者
一人当たり
月額給付額

27,617円27,558円28,118円

２．介護給付費の推移



• 介護保険サービスの利用に対する給付費は、横ばい傾
向で、令和５年度は約１０２億７千万円でしたが、令和６
年度は介護報酬改定（＋1.59％）等により約６千万円増
の約１０３億３千万円となる見込みです。

• 介護保険事業計画における令和６年度の計画値と見込
額を比較すると、計画値を下回る給付費となり、計画値
の約９７％の給付費に留まる見込みとなっています。
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全国・県・１４市の第１号被保険者
一人当たり給付費月額
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• 一人当たりの給付費月額の総額でみると、本市は全国
平均、県平均を上回っており、１４市の中で６番目に高く
なっています。

• 本市は高齢化率や施設入所者の割合が高いため、給付
費が高くなる傾向にあります。
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各介護サービスの1カ月の利用者数の推移（１）
１）介護予防支援・居宅介護支援の状況

サービス種類
Ｒ６　計画に対

する実績の割合
（説明）

R6計画 2,947
R6.9 2,885
R5.9 2,990
R4.9 3,032

２）在宅系サービスの状況 ①

サービス種類
Ｒ６　計画に対

する実績の割合
（説明）

R6計画 561
R6.9 534
R5.9 577
R4.9 567

R6計画 25
R6.9 26
R5.9 29
R4.9 26

R6計画 510
R6.9 531
R5.9 531
R4.9 538

R6計画 38
R6.9 44
R5.9 39
R4.9 33

R6計画 392
R6.9 707
R5.9 570
R4.9 374

R6計画 210
R6.9 199
R5.9 211
R4.9 215

各年９月の実績は介護保険事業報告(１１月月報)より。実際には１０月審査分のため、月遅れ請求分も含まれます。 

訪問介護
95.2%

※在宅サービスの利用者は、要介護等認定

者の動向と同様に、前年と比較すると全体

的に減少しているが、居宅療養管理指導に

より増加に転じている。

【訪問介護】　R5より利用者は減少傾向に

ある。

【訪問看護】　R3より利用者は減少傾向が

続いている。しかしながら、受給率（第1号

被保険者に占める利用者の割合）は県平均

を上回る状況であり、計画値も上回る。

【訪問リハ】　利用者は増加傾向にある。

公立病院による提供件数が増加しており、

半数以上を占める。

【居宅療養管理指導】　利用者は大きく増

加傾向にある。内訳をみると歯科医師等に

よる提供は横ばいであるが、医師、管理栄

養士、薬剤師による提供は増加している。

【小規模多機能】　事業所（地域）により

利用者数の差が大きく、もともと利用者が

少ない事業所は減少傾向にあるが、登録定

員に近い利用者がいる事業所もある。

訪問入浴介護
104.0%

訪問看護
104.1%

訪問リハビリテー
ション

115.8%

居宅療養管理指導
180.4%

小規模多機能型居宅
介護

94.8%

利用者数(人)

介護予防支援・居宅
介護支援

97.9%
　要介護等認定者と同様に本サービス利用

者も減少に転じており、計画値を下回って

いる状況。なお、介護予防支援（要支援）

は微増、居宅介護支援（要介護）も微増。

利用者数(人)

【R5→R6】 ↗12.8%
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【R5→R6】 ↘5.7%



各介護サービスの１カ月の利用者数の推移（２）

２）在宅系サービスの状況 ②

サービス種類
Ｒ６　計画に対

する実績の割合
（説明）

R6計画 708
R6.9 704
R5.9 736
R4.9 733

R6計画 449
R6.9 479
R5.9 475
R4.9 507

R6計画 62
R6.9 52
R5.9 61
R4.9 76

R6計画 950
R6.9 957
R5.9 964
R4.9 954

R6計画 1,747
R6.9 1,799
R5.9 1,841
R4.9 1,756

R6計画 43
R6.9 33
R5.9 40
R4.9 35

R6計画 43
R6.9 25
R5.9 47
R4.9 36

R6計画 305
R6.9 295
R5.9 306
R4.9 317

各年９月の実績は介護保険事業報告(１１月月報)より。実際には１０月審査分のため、月遅れ請求分も含まれます。 

住宅改修
58.1%

短期入所
96.7%

利用者数(人)

通所介護
99.4%

通所リハビリテー
ション

100.7%

【通所系サービス】　要介護等認定者数
の減少の影響等により、通所系サービス
の利用者数は減少傾向となっている。
　また、認知症対応型通所介護について
は、廃止事業所もあったことから利用者
数が大きく減少している。

【福祉用具貸与】　増加傾向で、計画見
込値より増加している。これは全国、県
平均及び他の市町村も同じ傾向。なお、
貸与している福祉用具の状況を調べたと
ころ、手すり、スロープ、歩行器の増加
が顕著で、要介護１～３の利用者が増加
している。

【特定福祉用具購入・住宅改修】　利用
者数が年・月によって違いがあることの
ほか、R6の要介護認定者数が計画見込
みを下回っていることから、福祉用具購
入・住宅改修の実績も計画値を下回って
いると考えられる。

地域密着型通所介護
106.7%

認知症対応型通所介
護

83.9%

福祉用具貸与
103.0%

特定福祉用具購入
76.7%

【R5→R6】  4.3%

【R5→R6】  14.8%

【R5→R6】  0.7%

【R5→R6】  17.5%

【R5→R6】  46.8%

【R4→R5】  0.4%

0 500 1,000 1,500

【R4→R5】  19.7%

【R4→R5】  4.8%

【R4→R5】  1.0%

【R4→R5】  14.3%

【R5→R6】  3.6%
【R4→R5】  3.5%

【R4→R5】  6.3%
【R5→R6】  0.8%

【R5→R6】  2.3%

【R4→R5】  30.6%%

9



各介護サービスの１カ月の利用者数の推移（３）

３）施設・居住系サービスの状況

サービス種類
Ｒ６　計画に対

する実績の割合
（説明）

R6計画 180
R6.9 188
R5.9 179
R4.9 181

R6計画 128
R6.9 127
R5.9 130
R4.9 130

R6計画 222
R6.9 213
R5.9 214
R4.9 223

R6計画 612
R6.9 606
R5.9 604
R4.9 613

R6計画 440
R6.9 436
R5.9 444
R4.9 430

R6計画 138
R6.9 129
R5.9 114
R4.9 122

R6計画 0
R6.9 0
R5.9 10
R4.9 9

各年9月の実績は介護保険事業報告(国保連審査分は11月報・特定福祉用具購入と住宅改修は10月報)より。実際には10月審査分のため、月遅れ請求分も含まれます。

利用者数(人)

認知症対応型共同生
活介護

104.4% 【認知症対応型共同生活介護】
定員数180人に変化はなく、横
ばいで推移している。

【地域密着型介護老人福祉施設
入居者生活介護】　R3.3より定
員数は222人に変化がなく、ほ
ぼ横ばいで推移している。

【介護医療院・介護療養型医療
施設】
　介護療養型医療施設がR5年度
末で廃止となり、残るすべての
事業所が介護医療院に転換し、
介護医療院の利用者数が増加し
た。

特定施設入居者生活
介護

99.2%

地域密着型介護老人
福祉施設入所者生活
介護

95.9%

介護老人福祉施設
99.0%

介護医療院
93.5%

介護療養型医療施設
100.0%

介護老人保健施設
99.1%

【R5→R6】 ↗5.0%

0 200 400 600

【R4→R5】 ↘1.1%

【R5→R6】 ↘2.3%

【R4→R5】 0.0%

【R5→R6】 ↘0.5%
【R4→R5】 ↘4.0%

【R5→R6】 ↗ 0.3%
【R4→R5】 ↘1.5%

【R5→R6】 ↘1.8%
【R4→R5】 ↗3.3%

【R5→R6】 ↗13.2%

【R4→R5】 ↘6.6%

【R5→R6】 ↘100.0%
【R4→R5】 ↗ 11.1%
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３．介護サービス資源（基盤）の状況

高
齢
者
数

居宅サービス 地域密着型サービス 介護保険施設 そ の 他

居
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援
事
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護
予
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支
援
事
業
所
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問
介
護

訪
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問
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シ
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護

通
所
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ョ
ン

地
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型
通
所
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護

認
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対
応
型
通
所
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護

小
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模
多
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能
型
居
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護

地
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型
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護
老
人
福
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施
設

認
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応
型
共
同
生
活
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護

介
護
老
人
福
祉
施
設

介
護
老
人
保
健
施
設

介
護
医
療
院

有
料
老
人
ホ
ー
ム

サ
ー
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ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

養
護
老
人
ホ
ー
ム

生
活
支
援
ハ
ウ
ス

(人) 箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

床 床 床 床 床 床 室 床 床 室

R6．3末 31,077 41 6 23 16 7 21 14 29 9 10 222 180 625 370 104 219 23 100 170 8

R6．12.1 30,935 40 8 21 17 7 20 14 28 7 10 222 180 625 370 104 226 23 100 170 8

増 減 △142 △1 2 △2 1 0 △1 0 △1 △2 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0

※休止事業所を除く



○市指定サービス

居宅介護支援（減１） ・R6.8.31廃止（天草市社協介護ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ五和）

介護予防支援（増２） ・R6.7.1開設（ｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰ翔笑、ｹｱﾌﾟﾗﾝｻｰﾋﾞｽJCS24）

地域密着型通所介護（増１・減２）

・R6.10.1開設（天草市社協ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ新和）※通所介護（定員25人より転換）

・R6. 4.1～R7.3.31休止（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰたんぽぽ、苓州ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ佐伊津）

認知症対応型通所介護（減２）

・R6. 4.1～R7.5.31休止（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽくすのき）

・R6.12.1～R10.3.31休止（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ中ん迫）

〇県指定サービス、県へ届出サービス

訪問介護（減２） ・R6.6.30廃止（天草市社協ﾍﾙﾊﾟｰｾﾝﾀｰ天草）

・R6.8.31廃止（天草市社協ﾍﾙﾊﾟｰｾﾝﾀｰ有明）

訪問看護（増１） ・R6.10.1開設（訪問看護ステーション笑）

通所介護（減１） ・R6.9.30廃止（天草市社協ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ新和）※地域密着型通所介護へ転換

有料老人ホーム（増床） ・R6.8.1増床7床（有料老人ホーム海音）※個室8室→13室・2人部屋1室新設
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